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イシサンゴ類の病気 特に腫瘍について
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Abstract

Col･aldiseaseshavebeenincreasmgsignificantlyoverthelastdecadeandsomeofthemcausedhighmortality.

Inthispapel･, thechroniccoraldiseaseswilhi(lentifiedpathogensarereviewedbriefly,andtherecentstlldieSon

coral tumorswhichhavebeenemel･gingal･oundOkinawalsland,Japanaredescribed.Tilmorsexhibitmoreorless

bleached(Iossofsymbioticunicellularalgae)hemisphericalprotuberanceinshapewithouttissuedegradation,but

recentoutbl･eakaroundOkinawaSeemStobecataStrophicfbrlocalcora1population.
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のはまだ少ない(Richardson, 1998) .同じ病気にも拘

わらず研究者によって異なる名称が使われて混同して

いるのも， まだ未解明な部分が多いためである（サン

ゴの病気一般についてのホームページについては末尾

のURLを参照) サンゴが死亡する．いわゆる致命的

な病気もあるが，単なるおできのようにサンゴそのも

のの死には結びつかない軽度のものもある， ここでは

それらを含めて病気とした．表lに病気の一覧を示し

たが， これらは多数ある報告の一部である．

表の中から， さんご礁へのダメージが大きく，かつ

原因も特定された病気について一部解説する．黒帯病

(BBD,B1ackBandDisease)は原核生物のシアノバク

テリアが原因菌である， これがサンゴの軟組織内に侵

入繁殖すると黒い帯状となるので容易に認識できる．

組織の壊死が起こるが，その原因は硫化水素のもたら

す酸欠死であることがわかっている(Richal･dson〃αA、

1997)WhitePoxはカリブ海のさんご礁を代表する枝

状のサンゴ(Acγ妙”α’α〃"“α）の90%を殺し，本種
を絶滅危倶種に追いやった恐るべき病気である. 1日

にIOcnl署の速度でサンゴを殺すと報告されている．そ

の原因菌がセラチア菌(S"･γα“池αγ"s""s)である

ことが特定された(Pa[terson""/.,2002).セラチア菌

は日和見感染をし、院内感染が国内でも問題となった

1 ． はじめに

イシサンゴ類（刺胞動物門六放サンゴ亜綱， イシ

サンゴ目）は， さんご礁形成の主要生物であるしか

し1960年代後半のオニヒトデの大発生により，多くの

造礁性イシサンゴ類（以下「サンゴ」と称する）が食

害を受けたその後もオニヒトデは散発的に発生を繰

り返している．陸上からの土壌粒子や栄養塩類のさん

ご礁域への流入による負荷も大きい．更に, 1998年の

海水温度上昇による白化現象により沖縄を含め世界中

のさんご礁が壊滅的な被害を受けたことは記憶に新し

い．世界のサンゴの25％，沖縄のサンゴの85％が失わ

れたとも言われている． このようにサンゴを摂食する

生物や環境の悪化に加え，近年（特に90年代以降)，

サンゴの病気に関する報告が世界中から相次いでい

る．病気の中には致命的なものもあり， さんご礁の保

全上看過できない状況にある本稿では特に我々の研

究グループが取り組んでいる腫瘍についての報告を中

心に，サンゴの病気の種類，原因影響などについて

まとめてみた．

2．サンゴの病気

病気には何らかの原因があるが．サンゴの場合，現

象としては認識されているものの原因が特定されたも
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備考場所 出典原因菌 サンゴ種病名

St・Croix,Belize,

Jamaica,FIorida1

Bahamas

1996年以降発症．夏場

Pattersonefalb(2002) に活発化

AcI"ola

paimafa

Se"召胞

maﾉ℃eSCe〃SWhitePox

GBR,Fiji,RedSea,

PhilipPines｢

Bermuda他

硫化水素ガスによる酸

欠死、夏場に活発化

Garrettand

DllckIow(1975)他

P/】oﾉ、剛("刀

B1ackBandDisease co庖伽化um他 多種類

Medilerranean

coasiofIsrael

OCU伽a

pafago"jba Kushmaroeral(1996) 高温で活発化BacterialBIeaching l伽加AK－1

りゎ/o順，
D〃1ocoe"ﾉa

他多数

1996年以降発症． 1日

RichardsonefaA(1998) 当たり2cmの速度で壊死

FIorida,

Bahamas他PIaguelypell SP/1"gomonas

GoIUon旧

ve"崎加a(Soitcoral) CaribbeanSea Geiserefa/.(1998) 八放サンゴが被害
ASpejp"US

sydowガAspergillosis

表1 イシサンゴ類の病気（腫瘍を除く）のうち原因が特定されたもの

通常組織 腫瘍組織 n p測定項目

1496＋ｸｸ8

901±150

120.6±139

1.187±0.144

30.4＋ｸｰ8

940±75

43.2±3.0

消失

0,483±0.04

13．3±21

0.009

＜0．001

共生藻密度<X104cm･2)

ポリプ密度(cm･2)

練状突起の密度(cm･2)

骨格密度(9･cm.s)

乾燥重量(m9･Cm･2)

５
３
３
５
４

１
１

0.009

0.021

平均±標準誤差p:Mann-WhitneyU-test･ YamashiroeraA(2000)より

表2 ノリコモンサンゴ(Mon"Ojain/brmjs)の通常組織と腫瘍組織の比較

腸内細菌である人畜の腸内細菌のセラチア菌がサン

ゴにとりつきサンゴを殺すということが明らかとな

り，サンゴ研究者に衝撃を与えた． ビブリオの一種

(随"ioAK-1)はl日当たり数cnlのスピードで急激に

サンゴ(Oc"""'"増ひ""α）の組織を殺すことがわか
っている(Kushmaro〃α/6,1996) .六放サンゴではな

いが，カリブ海の八放サンゴGo増D”α"""α"“が大量

死し，原因を調べた結果コスモポリタンな土壌菌の

一種Aslβ増'""ssj'""〃によることが特定された

(Geiser"",1998).

過去に病原菌によるサンゴの大量死の報告が殆どな

いことから， 90年代以降の多数の発症報告は環境の悪

化やそれに伴うサンゴの体力や免疫力の低下，あるい

は人間活動等と無縁ではないと思われる．

3．サンゴの病気（腫瘍）

腫瘍に関しては，多くのサンゴ種について世界中か

ら報告がある(Cheney,1975ｩBak,1983;Loyaej".,

l984I Pelers"αﾉ. , 1986iColesandSeapy, 1998;

Yamashil･o"",2000他）

研究者によっては，サンゴの個虫（ポリプ）が巨大

化する過成長(Hyperplasia, 図1A) と腫瘍

(Neoplasm,Mutation,Tumor)を病気の範嬬に入れてい
ないこともある． オーストラリアのグレートバリアリ

ーフに生息する塊状のノウサンゴ他に見られる過成長

したポ'ノブの生殖能力は正常だったという報告があり

(Loya〃α/., 1984),見た目の異常さだけで病気と判断

はできない．

腫瘍は瘤状でありサンゴ本体を殺さない．骨格を含

め成長しているので見かけ上いわゆる良性のものと考

えられる．なぜ腫瘍ができるのか．その原因はまだ解
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A:過成長しボリプが巨大化したりユウキュウノウサンゴ(P/alygy掴叩ukyiJe"sis)の群体の一部. B甚葉状のチヂミウスコモ
ンサンゴ(Monimofaaeq""beﾉ℃"laia)上に出現した多数の腫瘍. C;被慈状のノリコモンサンゴ(M.伽わrmjS)上に出現した
腫瘍D:ノリコモンサンゴの腫瘍（右）と通常組織（左）の拡大写真腫瘍では韓状突起がなくなり共生藻やポリプの数が減

少するE鷺塊状のコブハマサンゴ(Porires/"/ea)上に見つかった白色および薄茶色（矢印）の腫瘍. F:拡大写真境界が不

明瞭で通常組織の陥入も見られる．

2mm"X

一＝一一

図1

明されていない．本稿で腫瘍をあえて病気として扱う

のは後で述べるように，腫瘍部分では群体性生物とし

てのサンゴの基本ユニットとなるポリプ数の減少及び

ポリプの生殖能力の低下が起こるからである． また，

骨格の異常（骨粗潅状態）に加え，代謝異常（脂質代

謝や骨格炭素の安定同位体比の変化等）を起こすこと

が判明している(Petersei(ZI., 1986;Yamashiro""I. :

2001)

サンゴは小さなポリプと呼ばれるユニットが無数に

集まった群体であり．サンゴの種類によって枝状，テ

ーブル状，塊状被覆状等多様な形態がある．サンゴ

の腫瘍の最大の特徴は特徴がないことである．すなわ

ち元々の形態に関係なく半球形の瘤状になり．その種

の持つ特徴的な骨格構造が消失してしまうのである．

例えば， ノリコモンサンゴ(MO72"0""/b)'"s)の場

合．その種の特徴である鰊状突起が腫瘍部分では消失

する（図lD) . また．ポリプの数や共生藻の密度が

小さくな{？ （表2）白っぽく認識されるので腫瘍を持

つサンゴの野外での発見は容易である（図lB, C)

腫瘍がサンゴの生死を左右しない単なる瘤ならサン

ゴにとって特に問題はないと考えることもできる．果

たしてそうなのか，我々は瀬底島に生息する被覆状の

ノリコモンサンゴ(M""'"S)に多くの腫瘍がある

ことに気づき, 1998年の春から種々の計測や分析を行

った．その年はちょうど白化現象と重なり，成長測定

用に標識した20群体は全て年内に死亡し、成長率等の

データーは得られなかったしかし，高温ストレスが

かかった場合，腫瘍部分が早く死亡することが明らか

となった(Yamashiro"",2000) .すなわち腫瘍は環

境の変化に対し感受性が高いのである．

腫傷部分においてポリプ密度は減少するが，ポリプ

そのものの形態には外見上変化が見られなかった． し

-－－ ､ ‘－－－



2003年に入って与那国島南部のさんご礁に広範囲か

つ多量の腫瘍が見つかった(NHK沖縄, 2003年2月

19日放送)． 目を背けたくなるような光景であった．

このような大規模な腫瘍の発生が人知れず広がってい

る可能性がある実際， 2003年4月に入って，与那国

島同様の大規模な腫瘍を持つサンゴ群集が見つかった

(入川，未発表)． しかも困ったことに，現時点までに

腫瘍の見つかった海域は全て透明度が高く，健全な場

所なのである．言葉を変えれば安定した（老化した？）

さんご礁と言える．現時点では高齢化したサンゴの遺

伝子の異常により腫瘍が生じた可能性，あるいは，何

らかの原因菌が環境の悪化に伴って免疫力の落ちたサ

ンゴにとりついた両方の可能性が考えられる．腫瘍部

分では組織が脆弱となり生殖能力を失うことを考慮す

ると，安閑としてはいられないいくつかの海域は今

後のいわゆるサンゴ幼生の供給源として保全すべき場

所として期待されている腫瘍にとどまらず，サンゴ

の病気が環境の悪化に連動しているとしたら，近い将

来，壊滅的な被害を及ぼす悪性の病気がブレイクする

危険性もあることを認識し，警戒すべき時期にきてい

る

かし，実体及び光学顕微鏡を用いた観察の結果，腫瘍

部分のポリプは卵形成を行わないことが明らかとなっ

た．すなわち，腫瘍の形成は群体全体で見た場合，生

殖能力の低下につながる．

生物は糖あるいは脂肪の形でエネルギー貯蔵を行う

が，サンゴの場合は脂質の形で貯蔵する(Yamashiro

"", 1999) .腫瘍部分の軟組織に含まれる脂質を抽出

秤量した結果，乾燥重量当たり含有する脂質の重量パ

ーセントが通常組織の場合32.2％であるのに対し，腫

瘍では10.6％と激減していた(Yamashiro"",2001) .

構成脂質を分析したところ，脂質の中でも特に貯蔵脂

質のワックスとトリアシルグリセロールの減少が特徴

的であった．脂質含有量の減少は多量の脂質を必要と

する卵形成が腫瘍では行われない結果と合致してい

る．高温ストレスがかかった際腫瘍部分の死亡が早

かったことから，サンゴの生存にはエネルギー源とし

ての脂質を貯蔵できているかどうかが密接に関係する

ことが示唆される．

白化現象の最中に採集された複数種の白化サンゴの

脂質を分析した結果，腫瘍と同様，脂質量及び貯蔵脂

質含有量が減少していたこと(Yamashiro""/. inprep)

も同様にサンゴの代謝における脂質の重要性を示して

いるストレスがかかった時に，貯蔵脂質をエネルギ

ー源として利用しながら消耗戦を耐え抜くことができ

るかどうかが生死の分かれ目ともいえる．

現在のところ，腫瘍の発症機構は不明である． しか

し，上述したような他の病気と同様，腫瘍が増えてい

るのは地球規模の環境の悪化と無縁ではないであろ

う
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